
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

仙台市経済担当部局、（公財）せんだい男女共同
参画財団、子育て支援団体

男性の家事や育児等への参画に関する意識の
変容及び企業として男性の家事や育児への参画
を後押しする雰囲気の醸成を狙った出前型の講
座を実施

男性向け家事育児等啓発講座【仙台市】
総事業費 136 千円

交付金額 68 千円

事業番号 4

講座実施先について、企業を含めた幅広い対
象となるよう効果的な広報のやり方について検
討を行っていく必要がある。

・女性の有業率が低く、M字カーブの谷が深い
・全国平均と比較して性別役割分担意識が強い
・女性管理職比率が10%台と低い傾向にある。

・男性の家事育児等を行う時間が女性と比較して低く、
主体的に参画していくための後押しが必要

出前講座とすることで、参加団体全体を巻き込む
こととなり、講座参加男性の家事・育児等に関する
意識の醸成だけでなく、女性や労務担当部門等へ
の派生が期待でき、企業や団体全体で男性社員
の家事・育児を支える雰囲気の醸成が図られる。

・講座参加者数
【目標】18人 【実績】21人



事業の概要

●男性向け家事育児等啓発講座

１ 開催概要
学生に向けて、男性が家事や育児等に参加することの必要性や効果、男性自身が得られるメリット等に

ついて伝える講座を行った。
仙台市の子育てにおける現状を伝えたほか、家事・育児のNGワードに関する4コマ漫画のセリフを話し合

って完成させるワークを通じて、家事育児について自分事として考える機会を作り、自分が影響を与えられ
る範囲で何ができるか、将来当事者になった際にどのように行動するかを考える機会とした。

【1回目】  日 時：令和５年１０月２１日
  参加者：14名

【2回目】 日 時：令和５年１０月２６日
  参加者：７名

２ 事業効果及び効果検証
・対象を企業だけでなく、NPO団体や学校にも広げることにより、学生等の若い世

代に対して、男性の家事・育児分担がなされていない現状や、今現在または将
来当事者になった際にどのようにすればよいかを考えるきっかけとすることがで
き、アンケートでも意識の変容につながったという声が多く聞かれた。目標値を
超える参加者人数での開催が実現できた。
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